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特 集

本誌は教育に関する法律を軸に、現在教育現場で起こってい
る様々な問題を取り上げ、解説や検討を行う学術誌です。学術
誌ではありますが、教育・法律研究者のみならず、教職員、学
校・行政関係者そして保護者の方々に手に取っていただきた
い1冊です。
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「生徒指導提要」〈改訂版〉を
どう読み、活用するか　　　

◆次号予告 （2023 年 6 月発売）   特集１：インクル－シブ教育の現状と課題　特集２：国の予算と教育費無償

海外の学校

ブックレビュー

● 学校の危機管理システムとその検証策
　 ―文科省の学校危機管理指針をどう読み解くか― .　堀井 祐介

論　考

『改訂 生徒指導提要』校則編 西村 祐二

改訂版『生徒指導提要』を
子どもを生活の主人公にする契機に！ 植田 一夫

『改訂 生徒指導提要』不適切指導に
関する項目の現状と課題点 安全な生徒指導を考える会

「性的マイノリティ」に関する課題と対応 渡辺 大輔

生徒指導提要の法的性格 淡路 智典

新版「生徒指導提要」とデジタルによる画一化 子安 潤

『改訂 生徒指導提要』の学校での位置づけ 平野 雅仁

● 『学校で命を落とすということ』安達和美　著
　 すべての子どもが朝出掛けたままの姿で帰宅できる学校にしたい
　 ─学校での指導死の承認を迫るある母親の闘いの記録─ ....................................................  広木 克行
● 『先生を、死なせない』妹尾昌俊、工藤祥子　著
　 平均的な学校の先生は、過労死ラインを超えて働いている現実 .  尾張 聡

　幼小接続期の活動を考える
　  ～ノルウェーにおける6歳児改革～	　　― ノルウェー ― ...........　中田 麗子
　公正な教育をめざしたへき地教員養成の取り組み
	 　　― タイ ― .......................................　牧 貴愛

https://www.eidell.co.jp/business/books/
www.amazon.co.jp/dp/B0BXYB46F1
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◦215号	 非正規教員増加による、学校現場への影響を問う

◦214号	 【第１特集】 部活動の地域移行
	 【第２特集】   どうなる、日本の大学

◦213号	 【第１特集】 開かれた、参加と共同の学校づくり
	 【第２特集】 「支え合う社会」の教育

◦212号	 【第１特集】 子どもの人権を守るために―性教育編―
	 【第２特集】 教員の働き方―長期休暇編―

◦211号	 教育判例にみる子どもの権利

◦210号	 子どものいじめの今を知る

◦209号	 【第１特集】 いま、教職は魅力的か
	 【第２特集】 変貌する大学、危機に立つ学問の自由

◦208号	 世界の教員の働き方
	 ―勤務時間管理と業務比較から―

◦207号	 ﹁コロナ共存時代﹂の教育のあり方を問う

◦206号	 新型コロナウイルス感染症、
	 新しい教育はどう進むか

◦205号	 教員の働き方改革―変形労働時間制―

◦204号	 校則、子どもたちを苦しめていませんか

◦203号	 繰り返される跳び箱事故から子どもを守る

◦202号	 虐待から子どもを守る学校へ

◦201号	 ﹁特別の教科 道徳﹂の評価をどう進めるか

◦200号	 【第１特集】 教育法の主要課題とこれから
	 【第２特集】 教育法学研究への提言

◦199号	 教育委員会制度がもたらしたもの

◦198号	 教員の働き方特集 改革

◦197号	 いじめ重大事態の﹁第三者調査委員会﹂

◦196号	 ﹁ブラック部活﹂その４

◦195号	 教師の不祥事―起こす前、起こした跡（後）

◦194号	 ﹁ブラック部活﹂その３

◦193号	 大分県立高校生熱中症死亡「求償権」判決

◦192号	 ﹁ブラック部活﹂その２

◦191号	 ﹁いじめ防止対策推進法﹂の現状と課題を
	 見つめなおす

◦190号	 教育と福祉のゆくえ

◦189号	 ﹁ブラック部活﹂その1

◦188号	 チームとしての学校づくりと
	 学校事務職員の役割

◦187号	 学校における熱中症事故と法的問題

◦186号	 学校給食と食物アレルギー事故

◦185号	 道徳の教科化がもたらすもの
	 ／中学生就労死亡事件と学校再生の道

◦184号	 学校におけるセクシュアル・ハラスメントの
	 実態と課題

◦183号	 子どもの権利条約20年の成果と課題
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